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車載組込みシステムフォーラム（ASIF）

勉強会SIG幹事

株式会社クレスコ 井上 祐寛



2024年度ASIF勉強会テーマ選定について

•車載システム開発に必要な知識・技術（基本
知識、標準規格、トレンド技術など）を選定

•会員企業様からの希望調査アンケート結果を
重視（次スライド）



2024年度ASIF勉強会参加希望（分野別）

2023年度参加希望者
2024年度参加希望者

・2024年度の参加希望者比率は、2023年と同等
・その他の増加について

“ソフト技術者向けの電子/電気回路入門”、“組み込みLinux”への希望者が増加していた。この分野リーダ不在の
ため、リーダ引き受け可能な会員企業様がいらっしゃいましたら、事務局へ連絡をお願いします。
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ASIF勉強会リーダの決定方法と役割

【リーダ決定方法】

• 勉強会テーマ希望調査時に会員企業へ、リーダ対応可否を
ヒヤリング。対応可能な場合、リーダを依頼。

• 幹事企業からの立候補。

【リーダの役割】

• テーマの具体的内容（自分がやりたい事）、会場、開催日程
の決定。

• 参加者の取りまとめ。

• 勉強会幹事会への参加（約3回、進捗報告等のため）。

• 勉強会終了後に、参加者アンケート（定型）の集計。

初めての方でも安心、幹事と事務局がバックアップ！
リーダー配置が開催の条件です、応募時「リーダ可」ご検討を！



2024年度勉強会開催テーマ一覧

第１ラウンド（6月～8月）のテーマとリーダ企業

第２ラウンド（11月～2月）のテーマとリーダ企業
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2024年度勉強会 ライトニングトークス

発表者勉強会テーマ

デンソーテクノ（株） 水口様ETロボコンクラブ

アイシン・ソフトウェア（株） 瀬高様、服田様MISRA-C 2012

（株）デンソー 吉村様様アジャイル開発（スクラム）

（株）デンソー 福田様車載セキュリティにおける脆弱性分析

（株）ヴィッツ 岩澤様モデルベース開発（MATLAB)

（株）豊田自動織機 舟橋様クラシックAUTOSAR

（株）東海理化 日高様様OSSとSBOM活用

（株）アイシン 古河様CAN／CAN FD通信仕様

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ（株） 中武様車載開発プロセス( Automotive SPICE 4.0)

（株）クレスコ 井上様Pythonを用いたディープラーニング

（株）クレスコ 井上様クラウドで動かすＡＩ（生成AI）

（株）クレスコ 岩崎様コンテナ技術入門（Docker）



２０２４年度

「ETロボコンクラブ」
実績報告

デンソーテクノ株式会社 水口善之



勉強会概要
目的：ETロボコンを題材に 総合的・実践的な
ソフトウェア開発を学べる場を提供
やっていること：
分析（ユースケース）
設計（モデル設計）
実装（C, C++言語）
制御（リアルタイム制御、画像認識）
チームマネジメント（リーダ経験）

勉強内容

レクチャー形式 ＋ 演習形式勉強スタイル

【全２４回】 毎月 第２・第４土曜開催
第１回４月１３日 ～ 第２４回３月２９日

開催日

１３時００分 ～１８時００分開催時間帯

１０社（１１名）参加社数（人数）

面直（レンタル会議室）開催方法（場所）



ETロボコンについて
社団法人組込みシステム技術協会
（JASA）主催「組込みシステム」
分野における技術教育をテーマとし
た競技。
モデル（ソフトウェア設計書）を
作成、モデルを元に設計したソフト
ウェアでロボットを制御しコースを走
行させる。走行時間の短さ・難所通過
等で競技ポイントを獲得。

モデル評価・競技ポイントの合計で順
位を競う。地区大会で１、２位を取ると
１１月に東京で開催される
全国大会（ＣＳ大会）へ出場可能

https://www.etrobo.jp/



2024年度活動実績

ETロボコン2024東海地区アドバンストクラス参加

⮚ 総合順位：7チーム中7位

⮚ 走行タイム：30秒

⮚ モデル評価：D



反省点
・実機での検証不足により地区大会でのポイント獲得が０

・長年引き継がれたシステムを大半のメンバーが理解できず

・担当分けしたが、やり切れなかった部分が残った

良かった点

・交流会や声掛けで自由で楽しい雰囲気を作れた

・前年度ポイント０への危機感から 大会前の追い込みで

自然に協力する体制ができ 勉強会が活発化

・ チーム目標である地区大会完走は達成

・引き継がれたシステムの解読、Ｃ言語の座学・演習など

次年度に向けた活動を継続中

振り返り



2025年度の目標
・ETロボコン プライマリクラス再挑戦

□ 完走を目指し初心者の基礎スキル習得
□ 難所クリアを目指し 経験者の応用スキル向上を図る
□ CS大会進出を目指し モデル作成スキル強化

・ETロボコン主催の研修に参加
□ ソフトウェア開発の腕を磨く
□ 大会含め他チームと交流を深める

・月2回の勉強会開催というペースを守る
楽しみながら全員で着実にスキルアップしていくため

□ 勉強会出席は自由とし参加しやすさを重視する

□ 参加できていないメンバは見守り、様子をみて声をかける



最後に

ETロボコンを題材に、引き続き 東海地区の組込みソフトウ
ェアエンジニアの育成と交流に努めて行きたい

そのためクラブをさらに活性化させ

新たな力で全国CS大会にも進出したい！

というわけで・・

新メンバ随時募集中



２０２４年度第2ラウンド

「MISRA-C 2012」
実績報告

アイシン・ソフトウェア㈱ 服田 直樹、瀬髙 滉太



勉強会概要

MISRA-C 2012を運用するにあたり
必要な活動概要及び、ルール解釈についての解説を実施
・第1章 MISRA-C 2012概要
・第2章 MISRA-C運用手順
・第3章 違反に対するソースコード修正・誤警告事例紹介

勉強内容

レクチャー形式、演習形式勉強スタイル

【全４回】
第１回 １月１６日(木)、第２回 １月１７日(金)
第３回 １月２３日(木)、第４回 １月２４日(金)

開催日

１６時００分～１７時３０分開催時間帯

第１回 ２１名、第２回 ２２名
第３回 ２０名、第４回 １８名

参加人数

Teams開催開催方法（場所）



勉強会の様子

MISRA-C 2012の概要
レクチャー形式にて説明

MISRA-C違反コードの修正
演習方式で実施



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
・演習問題を通して、警告の修正の事例を考えながら学ぶことができた
・業務では見かけない警告内容やC言語の知識を学ぶことができた
・MISRAの大切さ 運用方法の概要 概念を学ぶことができた

良かった点

・勉強会の内容だけでは実務に活かせるところを見出だすのが難しい改善点
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

講義時間を十分に使って、時間通り講義を進められた

演習に対する質問が挙がり、双方向のコミュニケーションが取れた

• 模範解答以外の回答についても議論でき、相互の知識向上につながった

• 参加者の開発経験年数を加味して、演習の回答をヒアリングできた

◆講師所感
• 参加者の無断欠席が見受けられ残念だった

• 質問やリアクションがさらに増えるような工夫をしたい



２０２４年度第２ラウンド

「アジャイル開発（スクラム）」
実績報告

デンソー 吉村

ライトニングトーク資料作成ガイドライン 20241210



勉強会概要

車載ソフトのアジャイル開発の実践上の悩みをディス
カッションで解決します。
進め方
1回目:自己紹介、参加者全員の悩みの棚卸し・計画
2～4回目:解決策を話し合う

勉強内容

輪講形式勉強スタイル

【全4回】 第1回 7/4, 第2回7/18, 第3回8/1, 第4回8/22開催日

18時30分～20時00分開催時間帯

10参加社数（人数）

デンソー名古屋オフィス開催方法（場所）



勉強会の様子
懇親会グループ討議

解決方法の板書
悩みのバックログ



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
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他社での工夫や実施例を知ることができた。また、経験豊富な講師からのフィ
ードバックから気づきを多く得られた。

勉強会で同じ悩みをブレスト、ディスカッションすることで、思考を整理すること
ができた



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

• 「A-SPICEや機能安全とアジャイル開発の両立」は
大いに盛り上がった。ASIFならではのテーマといえ
る

• 全員から集めた悩みを分類し、投票し、スコアが高
いものから話し合った結果、満足度も高かった

◆講師所感

• 2年前にも同じやり方でオフライン開催した。今回は

面着で開催し、懇親会でも議論が弾み、講師の満
足度も高かった



２０２４年度第２ラウンド
「車載セキュリティにおける脆弱性分析」

実績報告

デンソー 福田



勉強会概要

ISO/SAE21434では製品開発時に脆弱性分析(脆弱性評価)
が求められており、最近ではCWE(Common Weekness
Enumeration)の観点を利用した分析が注目されています。
本勉強会ではCWEで定義されている内容およびその対応方
法を紹介します。

勉強内容

レクチャー形式勉強スタイル

【全1回】第１回 11月27日(水)開催日

14時00分～16時00分開催時間帯

27人参加社数（人数）

Zoom開催開催方法（場所）



勉強会の様子
講義資料



アンケート結果

・グラフ
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 脆弱性対策の具体的な説明や、CWEの具体的な説明がありましたので
即時で活用できる内容でした。

 ISO21434やJASPARにおける標準化の動向を知れたほか，CWEの活
用方法や実際に脆弱性となりがちなCWE項目について知ることができた。

 各Webサイトの活用方法や その記載の背景を伺うことができ、大変参考
になりました。

 組み込み開発で新規開発をした際の設計観点として加えたいと思った。
 セキュリティ/機能安全系は継続テーマ的にあると嬉しい

・参加者のコメント



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

規格や動向の紹介だけでなく、可能な範囲で開発現
場における課題と対策に触れた点はアンケート結果か
らも効果が見られた。一方、座学中心だったため個人
WorkやGr討議を設けるとより理解が進むと思われる。

◆講師所感

前提知識が必要な講義内容だったが、参加者から
の突っ込んだ質問もあり、参加者のアンケート結果も
概ね好評だったため、セキュリティ関連の勉強会は今
後もニーズがあると感じた。



２０２４年度第２ラウンド

「モデルベース開発」
実績報告

株式会社ヴィッツ 岩澤ひかり



勉強会概要

モデルベース開発について、下記内容の講義を実施
・モデルベース開発の概論
- モデルベース開発を利用した開発プロセス

・MATLAB/Simulinkにおけるモデリング講座
- 物理現象のモデル化演習

・Simulinkを使用した自動車向け制御モデル開発演習
- エンジン始動制御
- アイドリングストップ制御

勉強内容

輪講形式(第1回)、演習形式(第2,3回)勉強スタイル

【全3回】第１回 1月29日(水)、第２回 2月5日(水)
第３回 2月12日(水)開催日

18時00分～20時00分開催時間帯

14人参加社数（人数）

Teams会議開催方法（場所）



勉強会の様子
MATLAB/Simulink初心者の方が対象でしたが、

最終的にエンジン始動制御機能やアイドリングストップ機能を

実装していただきました



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
「勉強会について」の感想抜粋

- MATLAB/Simulinkは実務でモデルを修正するといった使用経験はあったが、

０ベースで設計からモデル作成、シミュレーション実施の流れを実施できたので、
良い経験となった。

-モデルベース開発の成り立ちや歴史から学ぶことができ、モデルベース開発
の背景を理解しながら実際の操作を体験することができたため。

67%0%

25%

8%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

33%

67%

0%

0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に立った

普通



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
今回の勉強会では、モデルベース開発の概要を参加者に学んでもらう

ことを目的に、輪講形式で基礎を説明し、その後、演習形式で
MATLAB/Simulinkを用いたモデル実装に取り組みました。ただ、反省点とし
て、参加者の多くが経験年数2年未満であったためか、演習の難易度が高
かったという意見が寄せられました。次回は、中間レベルの問題を追加し、
高難易度の問題にはより多くのヒントを用意することで、さらに効果的な学習
を促したいと考えています。

◆講師所感
演習の難易度については課題が残るものの、アンケートでは全員から「役に
立った」「まあまあ役に立った」との回答を頂き、一定の成果を得られたと考
えています。次回は、難易度のバランスを調整し、より多くの方にとって効果
的な内容となるよう改善していきます。



２０２４年度第２ラウンド

「クラシックAUTOSAR」
実績報告

株式会社豊田自動織機 舟橋 結子



勉強会概要

クラシックAUTOSARの基礎的な内容について
レクチャー形式で学んでいただく
【1回目】

AUTOSAR概要、クラシックAUTOSARのコンセプト
【2回目】

クラシックAUTOSARの機能紹介（例：MEMORY）
【3回目】

クラシックAUTOSAR対応BSW適用時課題

勉強内容

レクチャー形式勉強スタイル

【全３回】第１回 ２月５日(水)、第２回 ２月１２日(水)、
第３回 ２月１９日（水）

開催日

１８時００分～１９時３０分開催時間帯

２２社（２２名）参加社数（人数）

オンライン（Teams）開催方法（場所）



■講義資料

【１回目】

【２回目】

【３回目】

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません

勉強会の様子



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
- AUTOSARを使用する目的が明確になり腑に落ちた

- BSWの層の分け方や各層の役割などは再利用性のあるソフトを

作成する上で参考になる内容だった

- メモリ機能の各モジュールの動きや適応時の課題が勉強になった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
- AUTOSARの概要説明でなく、目的を意識して解説

適用ではなく効率化が目的と、参加者に理解してもらえた

- 今回は身近な例として「メモリ機能」を例に取り上げて解説

今後もトレンドや参加者のニーズを反映させていく

◆講師所感
- クラシックAUTOSARは車載分野でのECU開発に無くては

ならないものとなっている

今後も会員の皆様と議論をしながら広く知見を共有していきたい



２０２４年度第1ラウンド

「OSSとSBOM活用」
実績報告

(株)東海理化 日高 建二



勉強会概要

勉強内容

勉強スタイル

開催日

開催時間帯

参加社数（人数）

開催方法（場所）



勉強会の内容

•
–

•
–

•
–



アンケート結果

50%

20%

30%

0%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

60%

40%

0%

0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった

SBOM ?



参加者のコメント
•

–

•
–

–

•
–

–

•
–

–

–



まとめ


